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１．一般国道１号富士由比バイパスの事業概要
（１）事業目的

富 士 由 比 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

あいちけん とよ はし し とよあけ し

一般国道１号富士由比バイパスは、静岡県富士市今井から静岡市清水区興津東町に至る延長２１．４ｋｍのバイパスであり、
交通渋滞の緩和、交通安全の確保を目的に計画された道路です。

現在の平面区間には、主要渋滞箇所（１区間（４箇所））や、事故危険区間（２箇所）などの課題があり、本事業は、課題箇所の
立体化を実施することで、約４～５分の時間短縮（朝夕ピーク時）等の効果を見込んでいます。

江川交差点

至：東京

至：名古屋写真①

国道１３９号 富士改良

平成２８年２月撮影

－ １ －
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一般国道１号 富士由比バイパス
延長２１．４ｋｍ

（起
点
）
静
岡
県
富
士
市
今
井

（
終
点
）
静
岡
県
静
岡
市

清
水
区
興
津
東
町

し
ず
お
か

ふ

じ

い

ま

い

し
ず
お
か

し
ず
お
か

し
み
ず

お
き
つ
あ
ず
ま
ち
ょ
う

富士市

沼津市

静岡市

富士宮市

富士IC

新富士IC

富士川SA

新清水IC

新清水JCT

清水JCT

清水
いはらIC

至

名
古
屋

至

名
古
屋

至

東
京

至

東
京

N



－ ２ －

（２）計画概要

１．一般国道１号富士由比バイパスの事業概要

富士由比バイパスは、昭和３７年度に事業化し、平成１４年度迄に全線（延長２１．４ｋｍ）で全線４車線開通しており、平成２５年度に寺尾交差点の

立体化が完成しています。

ふ じ ゆ い

事業名
一般国道１号

富士由比バイパス

道路規格 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 ４車線

都市計画決定

昭和４５年度
以降、変更経緯

平成４年度：富士立体
（富士市前田～富士五貫島）

事業化 昭和３７年度

用地着手年度 昭和３８年度

工事着手年度 昭和３８年度

延長
（平成２７年度末）

２１．４ｋｍ
（開通済１７．５ｋｍ）

前回の再評価
平成２５年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ４４５億円

B／C １．６（Ｈ２５再評価時）

標 準 断 面 図

てらお

単位：ｍ【整備前】 【整備後】

（富士立体区間）

一般国道１号 富士由比バイパス 延長２１．４ｋｍ

延長２１．４ｋｍ 全線４車線開通

富士立体
延長３．９ｋｍ
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興津IC

寺尾IC

蒲原西IC

高浜IC

蒲原東IC

寺尾交差点立体化
平成26年3月18日開通

N 富士東IC
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２．評価の視点【事業の必要性に関する視点】

－ ３ －

①交通渋滞の緩和
１）事業を巡る社会情勢等の変化

●富士市内の平面区間は、地域の主要渋滞箇所（区間）と

なっており、朝夕ピーク時を中心に速度低下が著しく、慢

性的な交通渋滞が発生している状況です。

●なお、整備が完了している立体区間については、安定した

速度サービスの提供が可能となっています。

２）事業の投資効果

○富士市内の平面区間の立体化整備（事業完了）により、朝

夕ピーク時の所要時間では、約４～５分の短縮が見込ま

れます。

②交通安全の確保
１）事業を巡る社会情勢等の変化

●富士由比バイパスの死傷事故件数は、富士市内の平面

区間で多くなっており、同区間においては静岡県事故ゼロ

プラン （平成２３年度）で指定された事故危険区間が２箇

所存在しています。

●事故類型を見ると、渋滞に起因する追突事故が約７割を

占めています。

２）事業の投資効果

○富士市内平面区間の立体化整備により、通過交通と域内

交通が分離されることで、富士市内平面区間の死傷事故

は、隣接する立体区間と同程度までの削減が期待されま

す。

１）事業を巡る社会情勢等の変化

１）事業を巡る社会情勢等の変化

２）事業の投資効果

２）事業の投資効果

＜富士由比バイパスの所要時間短縮効果＞＜富士由比バイパスにおける旅行速度及び主要渋滞箇所＞

＜富士由比バイパスの死傷事故率の変化＞＜富士由比バイパスの死傷事故件数＞

※現在：民間プローブデータ（H27.4～H28.3）より集計

完成：富士立体区間の旅行速度を、現在の立体区間（蒲田西～富士川）と
同程度の旅行速度で走行すると仮定し、所要時間を算出。

※所要時間算出区間：富士由比バイパス（興津IC～富士東IC間）

富士市内
平面区間で

死傷事故が突出

隣接する立体区間と
同程度まで削減され
ることが期待される

※H23～H26の4年間で集計（ITARDA事故データ）した死傷事故率

旅
行
速
度
（
上
り
：
7
時
台
）

（km/h）

旅
行
速
度
（
下
り
：
17
時
台
）

富士

東ＩＣ

※民間プローブデータ（H27.4～H28.3）

：主要渋滞箇所
：主要渋滞区間

興津

ＩＣ

高浜

ＩＣ

蒲原

東ＩＣ

寺尾

ＩＣ

蒲原

西ＩＣ

平面区間 立体区間 平面区間

靖国

交差点

宮島東

交差点

江川

交差点

立体

立体区間
⇒安定した速度サービス

立体区間
⇒安定した速度サービス

（分）

（分）

所
要
時
間
（
上
り
：
7
時
台
）

所
要
時
間
（
下
り
：
17
時
台
）

23分
19分

25分
20分

：事故危険箇所

宮島東交差点の渋滞状況

平成27年1月撮影

至

東
京

死
傷
事
故
率
（
件
／
億
台
キ
ロ
）

0

10

20

30

40死
傷
事
故
件
数
（
件
／
4
年
）

：平面区間
：立体区間

至
名
古
屋 至東京興津IC

寺尾IC
蒲原西IC

高浜IC

蒲原東IC

興津IC

寺尾IC
蒲原西IC

高浜IC

蒲原東IC

富士東IC

靖
国 江

川
蓮
沼

美
土
原

追突
67%出会頭7%

右左折9%

その他
18%

至
名
古
屋

至東京

富士市内平面区間
死傷事故が集中

早
川

宮
島
東

中
之
浦

蓮
沼

25
15

138

9

0

20

40

60

80

100

120

140

160

平面区間

（興津～蒲原西）

立体区間

（蒲原西～靖国）

平面区間

（靖国～江川）

立体区間

（江川～富士東）

静岡県内国道平均
87件/億台キロ

静岡県内国道平均：19件/km・4年

富士市内平面区間
死傷事故率が突出

富士東IC

至 名古屋

N=594

※H23～H26の4年間で集計
（ITARDA事故データ）した死傷事故率

早川

交差点

平面区間で
旅行速度低下

平面区間で
旅行速度低下

中之浦

交差点

寺尾交差点立体化
平成26年3月18日開通

寺尾交差点立体化
平成26年3月18日開通



5,284

3,848

1,565 1,441 1,322 975 932 889 819 729

0

2,000

4,000

6,000

四
国
中
央
市

富
士
市

新
潟
市

苫
小
牧
市

春
日
井
市

大
阪
市

富
士
宮
市

石
巻
市

釧
路
市

岩
国
市

144 165 171 176 149 160 199 219 222 278 313

300 317 258
420

385 450 428 440 463
559 547

0

200

400

600

800

1,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

－ ４ －

２．評価の視点【事業の必要性に関する視点】

③ストック効果事例（地域企業の産業活動を支援）

■富士市内には、日本有数の製紙企業が立地しており、パルプ・紙・紙加工品製造業の製造品出荷額は全国第２位。

■富士由比バイパスは、富士市方面からの清水港への主要経路を担う路線。富士市内平面区間の立体化整備による更なる物流
の効率化に期待。

■富士市内の製紙業と清水港 ■パルプ・紙・紙加工品製造業の製造品出荷額等の
全国ランキング（上位10位）

出典：経済産業省：工業統計（H26）

■清水港の紙・パルプの海上出入貨物量（外貿）の推移

製
造
品
出
荷
額
等
（
億
円
）

出典：静岡県清水港管理局：清水港統計年報
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１）事業の進捗状況
■事業進捗率は ４５％、用地取得率は ９２％に至っています。（平成２７年度末）

（参考）前回評価時：事業進捗率は４３％、用地取得率は９１％（平成２４年度末）

２）事業の進捗の見込みの視点

■平成２６年３月に寺尾交差点の立体化が完成しています。

■富士市内の平面区間（延長３．９ｋｍ）の立体化については、周辺道路の整備状況を踏まえ整備を実施します。

３．事業の進捗及び見込みの視点

４．県・政令市への意見聴取結果

■静岡県の意見

本事業は、主要渋滞箇所や事故危険区間の解消などの課題がある富士市内平面区間を立体化することにより、朝夕ピーク時を中心とした慢

性的な交通渋滞の緩和や交通死傷事故の発生件数の削減を図るとともに、物流の効率化による産業活動の支援といったストック効果が期待さ

れるなど、当該地域の発展と安全・安心に寄与する重要な事業です。

引き続き、早期の効果発現に向け事業を推進するとともに、更なるコスト縮減が図られるよう併せてお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き本県と十分な調整をお願いします。

５．対応方針（原案）

■一般国道１号富士由比バイパスの事業を継続する。

－ ５ －


